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KIT; SCFR; Mast/stem cell growth factor receptor Kit; SCFR; Piebald trait protein; PBT; Proto-
oncogene c-Kit; Tyrosine-protein kinase Kit; p145 c-kit; v-kit Hardy-Zuckerman 4 feline
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、プロトオンコジーンc-kitのヒトホモログをコードしています。c-kitは、ネコ肉腫ウイルスのオンコジーンv-kitの細胞ホモログとして初めて同定されました。このタンパク質は、MGF（マスト細胞増殖因子、幹細胞因子とも呼ばれる）の3型膜貫通型受容体です。この遺伝子の変異は、消化管間質腫瘍、マスト細胞疾患、急性骨髄性白血病、および白斑症と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,疾患：KITの欠陥は、消化管間質腫瘍（GIST）[MIM:606764]の原因です。,疾患：KITの欠陥は、まだら症[MIM:172800]の原因です。まだら症は、メラノサイトを欠いた白い皮膚と髪の先天的な斑点を特徴とする、常染色体優性の遺伝性色素発達異常です。,疾患：KITの欠陥は、精巣腫瘍[MIM:273300]と関連付けられています。これには、胚細胞腫瘍（GCT）または精巣胚細胞腫瘍（TGCT）が含まれます。,機能：これは、幹細胞因子（肥満細胞増殖因子）の受容体です。チロシンタンパク質キナーゼ活性を有する。リガンドの結合によりKITは自己リン酸化され、ホスファチジルイノシトール3キナーゼ（Pi3K）などの基質と会合する。,オンライン情報：CD117エントリ,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンキナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンキナーゼファミリー。CSF-1/PDGF受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：5つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット：APSと相互作用する。MPDZと相互作用する（10番目のPDZドメインを介して）。PTPRUと相互作用する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用、エンドサイトーシス、造血細胞系統、メラニン形成、癌における経路、急性骨髄性白血病、
	画像データ
	

	c-Kit（リン酸化Tyr721）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	EGF 200 ng/ml 30μl処理したHepG2細胞ライセートのc-Kit（リン酸化Tyr721）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	Phospho-c-Kit（Y721）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

